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粉末試料による帯磁率 (Fig.3)は,50K付近にbroadな peakをもち, 温度変化は極め
て緩やかである｡また, 120K以上で freeなSm3+ィォンの帯磁率より大きい｡ これはSm








































































佐 藤 一 彦
§序
CeCu6は電気抵抗の温度依存性 ･磁場依存性,帯磁率等の測定から,CeA13に似た高濃度
近藤効果を示す典型的な物質の1つである事が最近兄い出された｡結晶構造は斜方晶で,Ce3+
の4fレベルは結晶場により3つの二重項に分裂していると考えられている｡また,電気抵抗
･帯磁率等では大きな方向依存性が現れており,斜方晶構造を反映していると考えられる｡
本研究では単結晶CeCu6及びLaCu6の比熱を温度と磁場の関数として測定した｡また,
磁場の方向依存性にっいての測定も行なった｡
§装置
装置の概略を図1に示す｡測定は断熱法を用いた｡また,測定温度蘭域が広範囲に渡るので
4Heクライオスタットと希釈冷凍機の2つの装置を用意した｡温度計にはゲルマニウム温度
計と炭素温度計を用いた｡
§実験結果
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